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寒 
林 

夜 

話 

祖
父
平
泉
澄
と
の
対
話

平
泉
博
士
の
学
問
、
こ
こ
に
蘇
る

　
平
泉
澄
博
士
か
ら
平
泉
隆
房
博
士
へ
語
り
継
が
れ
た

貴
重
な
記
録
。
十
三
年
余
に
亘
り
雑
誌
『
日
本
』
に
連

載
し
た
四
十
話
を
一
冊
に
纏
め
、
索
引
を
付
し
て
刊
行
。

　「
こ
の
『
寒
林
夜
話
』
は
単
な
る
随
想
録
で
は
な
い
。

本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
父（
隆
房
）は
曾
祖
父（
澄
）の
日

記
・
手
帳
・
ノ
ー
ト
・
録
音
テ
ー
プ
を
駆
使
し
、
記
憶
に
頼

る
と
い
う
こ
と
を
極
限
ま
で
遠
ざ
け
て
い
る
。
…
…
互

い
に
実
証
性
を
重
ん
じ
た
祖
父
と
孫
、

二
人
の
学
者
の
記
録
に
基
づ
い
て
書

き
綴
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
が
故
に
本
書
は
史
料
と
し
て
無
量

の
価
値
を
も
つ
。」

（
平
泉
紀
房
「
あ
と
が
き
」
よ
り
要
約
）

著

者

略

歴

平
泉
　
隆
房
（
ひ
ら
い
ず
み
　
た
か
ふ
さ
）

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
二
月
十
九
日
福

井
県
勝
山
市
平
泉
寺
で
誕
生
（
父
洸
・
母
百

合
子
の
長
男
）。
勝
山
高
等
学
校
を
経
て
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
皇
學
館
大
学
文
学
部

国
史
学
科
卒
業
、同
大
学
院
進
学
。同
五
十
六

年
同
大
学
神
道
学
科
助
手
、
同
六
十
一
年
国

史
学
科
講
師
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
同

大
学
国
史
学
科
助
教
授
。
同
七
年
金
沢
工
業

大
学
助
教
授
、
平
泉
寺
白
山
神
社
宮
司
。
同

十
二
年
同
大
学
教
授
。
同
十
六
年
皇
學
館
大

学
よ
り
博
士
号
（
文
学
）
を
授
か
る
。
神
社

本
庁
教
学
委
員
、
大
阪
国
学
院
講
師
な
ど
を

歴
任
。
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）八
月
十
六
日

帰
幽（
満
七
十
歳
）。

著
書
　 『
中
世
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年

平
　
泉
　
隆
　
房
﹇
著
﹈

寒
林
夜
話
刊
行
委
員
会
﹇
編
﹈
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記
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と
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代
の
問
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／
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文
書
／
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板
・
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士
の
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定
眼
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父
平
泉
渉
の
話
（
一
）

―
楽
し
か
つ
た
囲
炉
裏
端
の
輪
講

―

『
史
記
』
越
王
勾
践
世
家
／『
史
記
』
刺
客
列
伝（
荊
軻
）
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の
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（
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）
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―
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種
基
教
授
／
国
史
研
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室
／

な
ぜ
皇
室
を
護
る
の
か

三
十
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祖 

父
の
回
想
談
（
三
）

―
留
学
は
同
僚
扱
ひ
で
歓
迎

―

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ヘ
ル
マ
ン
教
授
／

ゲ
ッ
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ン
ゲ
ン
の
ガ
イ
ガ
ー
教
授
／
斎
藤
勇
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授
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祖 
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の
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談
（
四
）

―
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軍
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間
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ひ

―
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『
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の
心
構
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十
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一
）
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外
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に
行
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時
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ま
れ
た
三
男

―

叔
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渉
の
衆
院
選
出
馬
／
日
本
の
非
常
事
態
／

黒
板
先
生
の
一
言

三
十
四　

 

昭 

和
五
十
一
年
正
月
の
講
話
（
二
）

―
在
英
を
切
り
上
げ
て
帰
国

―

欧
州
留
学
／
日
本
が
危
な
い
予
感
／
満
州
事
変
起
こ
る

三
十
五　
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和
五
十
一
年
正
月
の
講
話
（
三
）

―
皇
室
や
陸
海
軍
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ら
の
信
頼

―

ご
進
講
／
近
衛
公
／
小
畑
敏
四
郎
中
将
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十
六　

 

昭 

和
五
十
一
年
正
月
の
講
話
（
四
）

―
陸
海
軍
を
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い

―

陸
軍
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事
件
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『
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史
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／
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縁
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が
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